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「
Ｓ
Ｂ
Ｓ
理
論
」
に
基
づ
く
「
子
ど
も
虐
待
対
応
の
手
引
き
」
の
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意

書 

 

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）
が
疑
わ
れ
た
乳
幼
児
に
対
す
る
傷
害
事
件
の
無
罪
判
決
が
相
次
ぐ
中
、
本
年
六
月

十
一
日
に
「
『
Ｓ
Ｂ
Ｓ
理
論
』
に
基
づ
く
『
子
ど
も
虐
待
対
応
の
手
引
き
』
の
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意

書
」
を
提
出
し
た
。
そ
の
答
弁
内
容
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
を
行
う
。 

一 

答
弁
一
に
つ
い
て 

 
 

答
弁
書
の
第
一
節
の
「
支
援
に
あ
た
っ
て
は
子
ど
も
の
治
療
を
最
優
先
す
る
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
状
態
が
安
定
し
、
受

傷
に
い
た
る
経
過
の
解
明
の
中
で
Ｓ
Ｂ
Ｓ
の
疑
い
が
強
け
れ
ば
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
た
め
に
職
権
に
よ
る
保
護
を
行

う
。
」
に
つ
い
て
は
、
異
議
は
な
い
。 

 
 

し
か
し
、
長
期
に
わ
た
る
親
子
分
離
は
、
政
府
も
認
知
す
る
「
乳
幼
児
の
親
子
分
離
が
親
子
関
係
の
形
成
を
阻
害
し
、
二

次
的
な
虐
待
の
素
地
を
作
る
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
」
が
あ
り
、
国
際
連
合
や
英
米
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
親
子
分
離
は
、

「
短
期
間
に
、
必
要
最
小
限
に
」
と
い
う
動
き
に
も
逆
行
し
て
い
る
。  

 
 

「
受
傷
の
原
因
が
特
定
で
き
ず
虐
待
の
可
能
性
が
あ
る
限
り
は
、
安
全
を
第
一
に
分
離
の
判
断
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
に



 

２ 

 

つ
い
て
は
、
受
傷
原
因
が
分
か
ら
な
い
医
学
的
な
現
象
は
多
々
あ
り
、
「
受
傷
の
原
因
が
特
定
で
き
な
い
」
こ
と
と
、
「
虐

待
の
可
能
性
」
は
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。
「
安
全
」
を
代
償
に
失
わ
れ
る
も
の
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
政
府
の
見
解
を

問
う
。 

 
 

ま
た
、
第
二
節
「
医
学
的
判
定
が
き
わ
め
て
重
要
な
根
拠
」
と
政
府
は
繰
り
返
し
発
言
し
て
お
り
、
法
医
学
の
専
門
家
や

虐
待
に
詳
し
い
医
師
と
の
連
携
強
化
を
挙
げ
て
い
る
が
、
乳
幼
児
頭
部
外
傷
（
Ａ
Ｈ
Ｔ
）
の
専
門
家
で
あ
る
脳
神
経
外
科
医

の
医
学
的
判
定
へ
の
参
画
も
必
要
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

二 

答
弁
二
に
つ
い
て 

 
 

一
時
保
護
の
期
間
に
つ
い
て
「
子
ど
も
の
安
全
の
確
保
が
図
ら
れ
、
か
つ
一
時
保
護
の
目
的
が
達
成
で
き
る
範
囲
で
必
要

最
小
限
と
す
る
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
国
連
や
欧
米
で
は
判
定
に
要
す
る
期
間
は
一
週
間
前
後
と
さ
れ
て
い
る
。

前
回
の
質
問
主
意
書
で
取
り
あ
げ
た
「
児
童
相
談
所
に
お
け
る
虐
待
に
よ
る
乳
幼
児
頭
部
外
傷
（
Ａ
Ｈ
Ｔ
）
事
案
へ
の
対
応

に
関
す
る
調
査
研
究
」
報
告
書
（
以
下
報
告
書
）
で
は
、
乳
幼
児
の
半
数
以
上
が
二
カ
月
以
上
の
一
時
保
護
で
あ
り
、
早
い

時
期
に
措
置
入
所
さ
れ
た
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
「
一
時
」
保
護
で
は
な
く
長
期
保
護
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
乳
幼
児
に
と
っ
て
親
と
の
二
カ
月
の
分
離
は
長
す
ぎ
、
子
ど
も
の
権
利
擁
護
の
観
点
か
ら
も
許
さ
れ
な
い
と
考
え
る
が
政



 

３ 

 

府
の
見
解
を
問
う
。 

三 
答
弁
三
に
つ
い
て  

 
 

一
時
保
護
の
司
法
審
査
が
議
論
さ
れ
、
来
年
の
法
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
前
回
答
弁
書
で
は
、
「
児
童
相
談

所
に
お
け
る
一
時
保
護
の
手
続
等
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
と
り
ま
と
め
」
に
お
い
て
、
「
児
童
相
談
所
か
ら
独
立
し
た

第
三
者
機
関
が
、
保
護
者
、
子
ど
も
、
児
童
相
談
所
か
ら
の
申
立
て
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
の
者
の
意
見
も
聴
取
し
た
上
で
、

一
時
保
護
の
手
続
に
関
与
す
る
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 
 

現
段
階
で
は
児
童
相
談
所
長
が
家
庭
裁
判
所
に
保
護
状
を
請
求
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
保
護
者
の
意
向
は
も
ち
ろ
ん
、

子
ど
も
の
意
見
表
明
権
を
保
障
す
る
「
子
ど
も
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
（
権
利
擁
護
）
」
の
仕
組
み
や
、
当
該
親
子
の
生
活
環
境
へ

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
改
め
て
行
う
等
の
制
度
設
計
が
な
け
れ
ば
、
司
法
の
判
断
が
児
童
相
談
所
の
追
認
に
な
り
か
ね
な
い
。

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

四 

答
弁
四
、
五
に
つ
い
て 

 
 

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
つ
い
て
は
、
単
独
の
科
の
医
師
の
意
見
で
は
な
く
多
面
的
な
見
方
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

複
数
の
科
の
医
師
集
団
に
よ
る
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
に
よ
る
回
答
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 



 

４ 

 

五 

答
弁
六
、
七
に
つ
い
て 

 
 

報
告
書
は
、
脳
神
経
外
科
医
の
間
で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
中
村
一
型
の
存
在
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。 

 
 

「
中
村
一
型
」
が
、
Ａ
Ｈ
Ｔ
と
間
違
え
ら
れ
や
す
い
こ
と
に
着
目
し
、
脳
神
経
外
科
学
会
、
日
本
法
医
学
会
、
日
本
救
急

医
学
会
、
日
本
小
児
科
学
会
等
の
協
力
を
仰
ぎ
、
改
め
て
症
例
の
見
直
し
と
検
証
作
業
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の

見
解
を
問
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


